
朧
谷
寿
教
授
演
要
旨

小
倉
百
人
一
首
の
撰
者
と
し
て
藤
原
定
家
の
名

は
余
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
定
家

の
典
籍
の
多
く
を
架
蔵
し
て
い
る
の
が
冷
泉
家
で

あ
る
。
そ
の
冷
泉
家
の
下
御
文
庫
と
い
う
ー

ー
が
八
0
0
年
の
眠
り
か
ら
揺
り
起
こ
さ
れ
た
。

昭
和
五
十
五
年
四
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
一

年
後
に
財
団
法
人
化
が
認
可
さ
れ
、
冷
泉
家
時
雨

亭
文
庫
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
に
先
ん
じ
て
邸
宅

が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
こ
の
邸
は
天
明

八
年
(
一
七
八
八
)
の
京
の
大
火
で
焼
失
し
、
ニ

年
後
に
再
建
な
っ
た
も
の
で
、
二
0
0
年
を
経
過

新
島
講
座
に
つ
い
て
の
報
告

新
島
講
座
は
、
創
立
百
周
年
黒
事
業
と
し
て
、

新
島
襄
を
記
念
し
て
一
九
七
九
年
か
ら
開
設
さ
れ

た
事
業
の
一
つ
で
、
立
学
の
精
神
を
基
盤
と
し
て

現
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
、
研
究
の
幅
広
い
交
流

を
図
り
、
わ
が
国
の
学
術
・
文
化
の
進
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

新
島
講
座
に
は
、
内
外
の
硯
学
を
講
師
と
し
て

京
都
・
同
志
社
に
招
聰
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の

と
、
同
志
社
か
ら
講
師
を
派
遣
し
て
東
京
に
開
催

の
場
を
設
け
て
い
る
も
の
と
の
二
っ
が
あ
り
ま

す
。
昨
年
十
月
五
日
(
土
)
東
京
有
楽
町
朝
日
ス
ク

エ
ア
マ
リ
オ
ン
十
一
階
に
て
開
催
し
ま
し
た
第

十
二
回
東
京
新
島
講
座
並
び
に
、
同
月
の
十
六
日

(
水
)
、
二
十
一
日
(
月
)
の
二
日
に
わ
た
り
、
京

都
・
同
志
社
今
出
川
校
地
に
て
開
催
い
た
し
ま
し

た
第
十
五
回
新
島
講
座
講
演
会
の
講
演
要
旨
を
記

述
い
た
し
ま
し
た
。

第
十
二
回
東
京
新
座

講
師
朧
谷
寿
同
志
社
女
子
大
学
教
授

演
題
冷
泉
家
の
成
立

1
俊
成
・
{
疋
家
に
ふ
れ
て
ー

講
師
横
山
卓
雄
同
志
社
大
学
工
学
部
教
授

演
題
琵
琶
湖
移
動
説

1
琵
琶
湖
の
生
い
立
ち
と
今
の
琵
畜
湖
1

日
時
一
九
九
一
年
十
月
五
日
(
土
)

十
三
時
三
十
分
S
十
六
時
十
五
分

会
場
有
楽
町
朝
日
ス
ク
エ
ア
(
有
楽
町
マ
リ
オ

ン
十
一
階
)

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
二
1
五
1
一

朝
日
新
聞
記
念
会
館
四

朧谷寿教授
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し
て
い
る
。
日
本
最
古
の
公
家
屋
敷
で
あ
る
。

定
家
の
と
き
に
は
冷
泉
家
の
家
名
は
ま
だ
な
く

御
子
左
家
と
称
し
た
。
そ
の
兄
の
俊
成
は
病
弱
な

が
ら
九
十
一
歳
と
い
う
破
格
の
長
寿
を
保
ち
、
『
古

来
風
体
抄
』
と
い
う
歌
論
書
を
残
し
た
。
今
回
、

俊
成
八
十
四
歳
の
と
き
の
自
筆
本
が
発
見
さ
れ
た

(
国
宝
)
。
ま
た
俊
成
は
、
七
番
目
の
勅
撰
和
歌
集

で
あ
る
『
千
載
集
』
の
撰
者
と
な
っ
て
い
る
が
、

子
の
定
家
が
『
新
古
今
集
」
、
そ
の
子
の
為
家
も
勅

撰
歌
集
の
撰
者
を
つ
と
め
、
親
子
三
代
に
亘
る
と

つ
た
稀
有
な
例
で
あ
る
。

い

定
家
の
歌
論
書
『
近
代
秀
歌
』
は
二
代
将
軍
源

実
朝
に
贈
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
定
家
自
筆
の

自
撰
歌
集
『
拾
遺
愚
草
』
も
見
っ
か
っ
た
(
重

文
)
。冷
泉
家
を
称
す
る
の
は
定
家
の
孫
の
為
相
か
ら

で
あ
る
が
、
こ
の
家
名
成
立
の
背
景
に
大
き
な
事

件
が
絡
ん
で
い
た
。
定
家
の
子
の
為
家
に
は
嫡
子

で
権
大
納
言
に
至
っ
た
為
氏
が
お
り
、
御
子
左
家

の
財
産
の
多
く
を
譲
与
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
晩

年
に
な
っ
て
得
た
後
妻
阿
仏
尼
と
の
間
に
為
相

を
も
う
け
た
こ
と
で
(
六
十
五
歳
の
と
き
)
、
こ
の

子
を
不
欄
に
思
っ
た
為
家
は
、
為
氏
に
与
え
た
も

の
を
取
り
返
し
て
為
相
に
与
え
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
こ
と
を
伝
え
る
譲
状
四
通
が
見
つ
か
っ
た
。
そ

れ
ら
に
は
御
子
左
家
の
動
産
不
動
産
を
は
じ
め

俊
成
定
家
以
下
の
文
書
・
典
籍
が
み
ぇ
る
。
そ
し

て
為
家
は
七
十
八
歳
で
没
し
た
。

為
家
の
死
後
為
氏
は
譲
与
の
無
効
を
主
張
し
、

取
り
返
し
に
出
た
。
こ
う
し
て
為
氏
と
阿
仏
尼
、

為
相
と
の
間
で
訴
訟
問
題
が
起
き
た
。
京
都
の
朝

廷
で
は
為
氏
の
言
い
ぶ
ん
を
聞
き
、
為
相
側
は
不

利
に
追
い
こ
ま
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
失
う
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
阿
仏
尼
は
あ
ら
ゆ
る
困

難
を
覚
悟
で
鎌
倉
行
き
を
断
行
し
た
。
そ
の
と
き

に
書
か
れ
た
の
が
『
十
六
夜
日
記
』
で
あ
る
。
「
東

の
瓶
の
鏡
に
う
つ
さ
ば
、
母
ら
ぬ
影
も
や
現
わ
る
し

ひ
ょ
つ
と
し
て
鎌
倉
幕
府
に
訴
え
れ
ば
何
と
か
な

る
か
も
し
れ
な
い
、
と
考
え
弘
安
二
年
(
三
七

九
)
十
月
十
六
日
の
夜
に
京
を
出
発
し
た
。
為
家

没
後
四
年
目
の
こ
と
で
あ
る
。
阿
仏
尼
は
そ
の

四
年
後
に
没
し
た
。
し
か
し
、
判
決
は
二
転
三
転

し
最
終
的
に
為
相
が
勝
訟
す
る
の
は
三
十
年
後
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
き
に
幕
府
に
証
拠
書
類
と

横
山
卓
雄
教
授
演
要
旨

琵
琶
湖
は
、
日
本
最
大
の
湖
で
あ
る
と
と
も
に

歴
史
の
長
さ
に
お
い
て
も
日
本
一
で
あ
り
、
世
界

で
も
有
数
な
湖
で
あ
る
。
約
六
0
0
万
年
と
い
う

長
い
年
月
の
間
に
い
ろ
い
ろ
な
変
化
を
と
げ
、
そ

し
て
差
し
出
し
た
の
が
譲
状
で
あ
っ
た
。
し
て
み

れ
ば
、
こ
の
譲
状
は
京
と
鎌
倉
を
往
復
し
た
こ
と

に
な
る
。
阿
仏
尼
の
果
敢
な
行
動
が
冷
泉
家
の
成

立
を
も
た
ら
し
た
と
い
ぇ
よ
う
。

そ
の
意
味
で
は
、
為
家
筆
譲
状
は
ま
さ
に
冷
泉

家
の
家
宝
で
あ
る
。

横山卓雄教授

報告



第
一
回
"
演
要
旨

ホ
ワ
イ
ト
博
士
は
、
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
の
卒
業

生
で
あ
り
、
現
在
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
.
ロ
ー
.
ス
ク

ー
ル
の
教
授
と
し
て
憲
法
、
憲
政
史
な
ど
の
講
義

こ
に
住
む
動
物
を
育
て
て
き
た
。
現
在
琵
琶
湖
淀

川
水
系
の
固
有
種
(
こ
こ
に
し
か
住
ん
で
ぃ
な
い

動
物
)
は
魚
で
六
種
貝
で
は
数
十
種
に
の
ぽ
っ

て
い
る
琵
琶
湖
の
歴
史
の
な
か
で
、
注
目
さ
れ
る
の
は

湖
が
徐
々
に
北
S
北
西
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
0
 
そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
年
間
2
S
3
セ
ン
チ

に
お
よ
ん
で
い
る
と
い
う
。
こ
の
内
容
は
「
琵
琶

湖
移
動
説
」
と
し
て
約
二
0
年
前
に
演
者
に
ょ
っ

て
発
表
さ
れ
た
。

こ
の
講
演
は
「
琵
琶
湖
移
動
L
 
に
つ
ぃ
て
の
科

学
的
証
拠
を
具
体
的
に
示
す
こ
と
が
中
心
と
な
っ

た
。
現
在
の
琵
琶
湖
の
地
形
を
み
る
と
北
湖
は

「
沈
降
地
形
L
 
を
し
て
い
る
。
近
江
八
景
で
有
名

な
竹
生
島
は
、
ま
わ
り
に
平
地
が
っ
い
て
い
な
い

の
で
水
面
に
島
影
が
写
っ
て
「
沈
影
」
と
し
て
有

名
で
あ
る
。
沖
の
白
石
・
多
景
島
な
ど
の
北
湖
の

島
々
は
み
な
こ
の
よ
う
な
典
型
的
な
沈
降
地
形
で

あ
り
、
南
湖
は
両
岸
に
平
地
が
っ
い
て
い
て
沈
降

地
形
を
し
て
い
な
い
。
実
は
、
現
在
の
琵
琶
湖
は

年
代
の
ち
が
う
三
っ
の
湖
の
水
面
が
っ
な
が
っ
て

で
き
た
も
の
で
、
親
・
子
・
孫
、
三
代
の
堆
積
盆

地
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
南
湖
は
約
二
三
0
万
年

前
に
発
生
し
、
い
ま
は
も
う
成
長
(
沈
降
)
が
と

ま
っ
て
い
る
。
沖
の
白
石
よ
り
南
の
北
湖
を
中
湖

と
よ
ぶ
こ
と
に
す
れ
ば
、
中
湖
は
約
一
0
0
万
年

前
に
沈
降
を
は
じ
め
て
い
る
。
ま
た
、
中
湖
よ
り

北
の
部
分
の
北
湖
は
約
三
0
万
年
前
に
発
生
し
、

現
在
は
ど
ん
ど
ん
沈
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
琵
琶
湖
発
生
以
来
っ
づ

い
て
い
て
、
全
体
と
し
て
水
平
に
約
一
 
0
0
師
に

お
よ
ぶ
湖
の
移
動
の
あ
と
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き

る
。
約
六
0
O
S
五
0
0
万
年
前
の
琵
琶
湖
は
、

現
在
の
三
重
県
伊
賀
盆
地
に
あ
っ
て
、
そ
こ
の
ろ

の
近
江
盆
地
は
山
地
で
川
が
流
れ
て
い
た
。
約
三

五
0
万
年
前
ご
ろ
に
な
る
と
滋
賀
県
甲
賀
地
域
に

大
き
な
湖
が
発
生
し
た
。
こ
れ
を
「
佐
山
湖
」
と

い
う
。
こ
の
湖
は
や
が
て
日
野
町
付
近
に
移
動
し

て
約
一
三
0
万
年
前
に
消
滅
し
た
。
そ
の
少
し
前

に
現
在
の
前
身
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

る
同
志
社
政
法
学
校
開
校
が
一
八
九
一
(
明
治
二

十
四
)
年
九
月
に
開
校
し
て
丁
度
百
周
年
に
当
る

た
め
、
そ
の
記
念
講
演
会
も
兼
ね
て
行
わ
れ
た
。

講
師
 
G
・
エ
ド
ワ
ー
ド
ホ
ワ
イ
ト
博
士

米
国
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
教
授

演
題
ア
メ
リ
カ
最
高
裁
判
所
判
事

オ
リ
バ
ー
・
ウ
エ
ン
デ
ル
・
ホ
ー
ム
ズ

1
金
子
堅
太
郎
と
の
交
流
を
中
心
に
ー

第
一
回
講
演
会

日
時
十
月
十
六
日
(
水
)
十
時
四
十
五
分
S
十

二
時
二
十
分

会
場
同
志
社
礼
拝
堂

第
二
回
講
演
会

日
時
十
月
二
十
一
日
(
月
)
十
三
時
十
五
分
S

十
四
時
四
十
分

会
場
同
志
社
大
学
神
学
館
チ
ャ
ペ
ル

(
両
日
の
テ
ー
マ
は
共
通
)

第
十
五
回
新
島
座

第
十
五
回
新
島
講
座
は
、
法
学
部
の
前
身
で
あ
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を
担
当
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ズ
判
事
ウ
ォ
ー

レ
ン
最
高
裁
首
席
判
事
法
制
史
法
暴
史
な

ど
に
関
す
る
多
数
の
著
作
、
論
文
を
発
表
さ
れ
て

お
り
現
代
ア
メ
リ
カ
の
代
表
的
な
法
学
者
で
あ
っ

て
、
ま
こ
と
に
政
法
学
校
開
校
百
周
年
を
記
念
す

る
講
座
に
ふ
さ
わ
し
い
講
師
で
あ
る
。

講
演
は
二
度
連
続
で
行
わ
れ
た
。
釜
田
泰
介
法

学
部
長
の
司
会
で
松
山
総
長
挨
拶
の
後
釜
田
部

長
に
ょ
り
講
師
紹
介
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
満
員
の

聴
衆
が
見
守
る
中
、
第
一
回
講
演
会
が
始
ま
っ

た
。
ホ
ワ
イ
ト
博
士
は
明
治
期
の
著
名
な
外
交
官

で
あ
り
、
ま
た
明
治
憲
法
起
草
者
の
一
人
で
も
あ

つ
た
金
子
堅
太
郎
(
一
八
五
三
S
一
九
四
マ
と

ホ
ー
ム
ズ
(
八
四
一
 
S
一
九
三
五
)
の
交
流
を
、

十
九
世
紀
に
お
け
る
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
二
っ
の

サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
問
の
相
互
交
流
と
し
て
考
察
さ

れ
た
。
以
下
に
そ
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

金
子
と
ホ
ー
ム
ズ
の
初
め
て
の
出
会
い
は
一
八

七
二
年
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
交
流
は
そ
の
後
ホ
ー

ム
ズ
が
九
十
三
歳
で
こ
の
世
を
去
る
ま
で
主
と
し

て
書
簡
を
通
じ
て
続
く
こ
と
に
な
る
。
金
子
は
、

明
治
新
政
府
が
「
西
洋
化
L
 
の
た
め
広
く
世
界
か

ら
知
識
を
求
め
る
た
め
に
送
り
出
し
た
岩
倉
使
節

団
に
伴
わ
れ
た
留
学
生
の
一
人
と
し
て
ボ
ス
ト
ン

を
訪
れ
て
い
た
。
彼
は
師
弟
関
係
を
重
ん
じ
、
自

覚
的
に
「
西
洋
化
L
 
を
追
求
し
よ
う
と
し
た
当
時

の
サ
ム
ラ
イ
階
級
の
一
員
で
あ
っ
た
。
ボ
ス
ト
ン

に
お
い
て
使
節
団
の
世
話
を
受
け
持
っ
た
の
は
、

ホ
ー
ム
ズ
の
父
親
を
は
じ
め
と
す
る
ボ
ス
ト
ン

如
岳
=
ヨ
冒
の
人
々
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ

0
、
、

特
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
文
化
を
範
と
す
る
当

ノ時
の
風
潮
に
一
石
を
投
じ
、
ア
メ
リ
カ
的
な
文
学
、

詩
歌
な
ど
の
発
表
を
通
じ
ア
メ
リ
カ
固
有
の
文
化

を
唱
導
す
る
人
々
で
あ
っ
た
。
滞
米
中
に
金
子

は
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
入
学
を

志
し
、
ホ
ー
ム
ズ
に
チ
ユ
ー
タ
ー
と
し
て
の
指
導

を
依
頼
し
た
。

ホ
ー
ム
ズ
は
法
律
な
ど
の
学
問
的
指
導
の
み
な

ら
ず
、
当
時
の
ボ
ス
ト
ン
の
社
交
界
に
も
金
子
を

連
れ
出
す
な
ど
し
て
如
益
ず
ヨ
ヨ
文
化
と
の
接
触

の
機
会
を
提
供
し
、
金
子
は
当
時
の
ボ
ス
ト
ン

即
益
プ
ヨ
ヨ
文
化
を
完
全
に
身
に
つ
け
る
こ
と
と

な
っ
た
。
し
か
し
使
節
団
の
性
格
上
、
金
子
に
は

日
本
文
化
を
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
理
解
浸
透
さ

第
二
回
演
要
旨

ホ
ー
ム
ズ
と
金
子
と
の
親
交
は
、
金
子
が
岩
倉

使
節
団
に
参
加
し
、
ボ
ス
ト
ン
で
ホ
ー
ム
ズ
と
出

会
っ
た
一
八
七
二
年
か
ら
、
ホ
ー
ム
ズ
が
一
九
三

五
年
に
九
十
三
歳
で
死
亡
す
る
ま
で
、
六
十
年
以

上
の
期
間
に
わ
た
っ
た
。
両
者
の
長
年
に
わ
た
る

交
換
書
簡
を
読
む
と
、
二
人
の
親
交
の
性
質
が
先

生
と
弟
子
と
い
う
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
が
浮
か
び

上
が
る
。
二
人
が
出
会
っ
た
と
き
、
ホ
ー
ム
ズ
は

上
流
知
識
人
界
で
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
新
進
の
弁

護
士
で
あ
っ
た
。
彼
は
そ
の
後
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド

せ
る
と
い
う
意
図
は
な
く
、
如
益
ず
ヨ
ヨ
の
側
に
も

日
本
文
化
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
士
壌
は
な
か

つ
た
。
ボ
ス
ト
ン
に
お
い
て
ホ
ー
ム
ズ
は
金
子
を

生
徒
と
し
て
扱
っ
た
が
、
金
子
と
ホ
ー
ム
ズ
の
関

係
は
金
子
に
と
っ
て
は
師
弟
関
係
そ
の
も
の
で
あ

つ
た
。
そ
し
て
帰
国
後
金
子
は
明
治
新
政
府
の
要

職
に
就
ミ
外
交
實
枢
密
院
顧
問
、
政
策
決
定

者
と
し
て
成
功
し
た
が
、
日
本
人
と
し
て
行
動
し

つ
つ
も
考
え
方
は
常
に
ア
メ
リ
カ
的
で
あ
り
、
ア

メ
リ
カ
に
恋
こ
が
れ
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。
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一
号

大
学
教
授
ア
サ
チ
ユ
ー
セ
ッ
ツ
州
最
高
裁
判
事

合
衆
国
最
高
裁
判
事
と
な
り
そ
の
名
声
を
一
層
高

め
て
ゅ
く
。
金
子
も
日
本
に
帰
国
後
明
治
憲
法

の
起
草
作
業
に
参
画
、
農
商
務
相
、
司
法
相
を
歴

任
し
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
三
代
の
天
皇
に
仕

え
る
枢
密
顧
問
と
し
て
日
本
政
界
の
重
要
人
物
と

な
っ
て
行
く
。
ま
た
、
金
子
は
日
露
講
和
交
渉
で

も
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
時
代
の
旧
友
T
.
ロ
ー
ズ
ヴ

エ
ル
ト
大
統
領
と
の
つ
な
が
り
に
ょ
っ
て
、
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ホ
ー
ム
ズ

と
金
子
の
親
交
に
は
両
者
の
職
業
上
の
地
位
の

変
化
は
反
映
さ
れ
ず
、
ホ
ー
ム
ズ
に
と
っ
て
金
子

は
旧
き
良
き
友
で
あ
り
、
金
子
に
と
っ
て
ホ
ー
ム

ズ
は
偉
大
な
る
先
生
で
あ
り
続
け
た
。
金
子
が
ホ

ー
ム
ズ
と
並
ぶ
と
も
劣
ら
な
い
日
本
の
重
要
人
物

と
な
っ
た
後
も
、
両
者
の
関
係
は
、
先
生
と
弟
子

と
い
う
性
質
を
持
ち
続
け
た
の
で
あ
る
。

こ
の
両
者
の
関
係
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
の
生

ま
れ
育
っ
た
文
化
的
背
景
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な

ホ
ー
ム
ズ
は
、
父
親
の
代
か
ら
プ
ラ
ー
ミ
ン

)
0
しと
呼
ば
れ
る
ボ
ス
ト
ン
の
上
流
知
識
人
界
の
人
物

で
あ
り
、
自
ら
の
思
想
を
世
界
に
伝
え
る
こ
と
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の

政
治
学
者
ラ
ス
キ
や
、
合
衆
国
最
高
裁
判
事
フ
ラ

ン
ク
フ
ァ
ー
タ
と
の
有
名
な
交
換
書
簡
に
も
、
そ

の
人
物
像
が
表
れ
て
い
る
。
金
子
は
武
士
階
級
の

出
身
で
あ
り
、
明
治
日
本
の
西
洋
化
の
使
命
を
担

つ
た
岩
倉
使
節
団
の
一
員
と
し
て
、
五
ケ
條
の

文
に
あ
る
「
知
識
ヲ
世
界
二
求
メ
大
二
皇
基
ヲ
振

起
」
せ
ん
と
し
た
人
物
で
あ
る
。
ホ
ー
ム
ズ
に
と

つ
て
金
子
は
異
文
化
に
育
っ
た
知
的
興
味
を
惹
か

れ
る
存
在
で
あ
り
、
金
子
に
と
っ
て
ホ
ー
ム
ズ
は

学
ぶ
べ
き
ア
メ
リ
カ
文
明
を
代
表
す
る
人
物
で
あ

つ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
第
二
回
講
演
終
了
後
場
所
を
新
島
会

館
に
移
し
、
五
時
か
ら
七
時
ま
で
、
「
ホ
ー
ム
ズ
判

事
と
ア
メ
リ
カ
司
法
の
伝
統
」
の
テ
ー
マ
で
、
学

内
外
の
研
究
者
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か

れ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
ホ
ー
ム
ズ
判
事
に
焦
点
を

絞
り
、
政
治
と
は
一
線
を
画
し
た
裁
判
官
と
し
て

の
ホ
ー
ム
ズ
の
態
度
や
、
文
章
表
現
に
意
を
凝
ら

し
た
判
決
執
筆
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
、
ホ
ワ
イ

ト
博
士
の
ホ
ー
ム
ズ
研
究
の
よ
り
深
い
一
端
を
披

露
し
て
い
た
だ
い
た
。
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